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1. 維持管理計画の目的 

本計画はインフラの効率的な維持管理、中長期的なコストの低減及び変化する時代の

中においても安全なインフラを実現することを目的としています。適切なメンテナンス

サイクルを構築するために、令和 5年度から令和 14年度までの安全施設の点検計画につ

いて示しています。 

また、本計画は「インフラ長寿命化基本計画1」に定められている個別施設ごとの長寿

命化計画に基づいて決定しています。 

 

 

2. 安全施設の現状 

① 本計画の対象施設 

刈谷市が管理する安全施設のうち、道路標識 175基、道路照明 1,471基に本計画

が適用されます。令和 4年までの 10年間で、その期間に新設及び移設された施設

を除くほぼ全ての点検を終えています。本計画では 2回目の詳細点検時期を設計し

ます。 

    

管理施設数 点検実施数 

点検結果 

    Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 

道路標識 175 150 55 92 3 0 

 F・逆 L型 175 150 55 92 3 0 

道路照明 1471 979 112 574 293 0 

  直線・テーパーポール 1191 807 74 468 265 0 

  Y・T型 247 146 28 95 23 0 

  統合柱 33 26 10 11 5 0 

※2022年度に点検予定の道路照明 156基は表の点検実施数には含まれていません。 

 

 

 

 

 

 

 

出典：附属物（標識、照明施設等）定期点検要領（案） 

「令和 2年 4月、愛知県建設部道路維持課」 

 

1 インフラ長寿命化基本計画 インフラ老朽化対策の推進に関する関係省庁連絡会議  

平成２５年１１月 
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【道路照明】 

Y・T型、直線・テーパーポール、統合柱などの種類があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【道路標識】 

F型、逆 L型などの種類があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Y・T型 直線ポール 

テーパーポール 

F型 逆 L型 

統合柱 
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② 安全施設の経過年数 

建設後 30年以上経過した道路標識は 15%、道路照明は 25%となっています。「鋼製

照明用ポール点検・診断のおすすめ2」によると、鋼製ポールは建設後 30 年を超過

すると、およそ 7 割に危険な腐食が見つかっており、刈谷市管理の安全施設では、

10年後に道路標識の 48%、道路照明の 60%、20年後には道路標識の 89%、道路照明の

81%が建設後 30年以上となります。 

現在の割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

10年後の割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

20年後の割合 

 

 

 

  

 

2 鋼製照明用ポール 点検・診断のおすすめ 日本照明工業会 2001年 5月 
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3. 安全施設の維持管理方針 

① 基本方針 

刈谷市では、1,646 基に及ぶ安全施設を維持管理するために、メンテナンスサイ

クルを構築しています。これにより、ライフサイクルコストを低減させると同時に、

安全安心な道路環境を目指します。 

 

メンテナンスサイクル 

 

出典：道路メンテナンス技術小委員会 

 

 

 

出典：メンテナンス戦略小委員会 
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メンテナンスサイクル 

予防保全段階に対策を講ずることで、事後保全段階に対処することと比べてトー

タルコストが圧縮されます。 

 

予防保全：施設の機能や性能に不具合が発生する前に修繕等の対策を講ずること。 

事後保全：施設の機能や性能に不具合が生じてから修繕等の対策を講ずること 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：附属物（標識、照明施設等）定期点検要領（案） 

「令和 2年 4月、愛知県建設部道路維持課」 

 

 

② 点検 

i. 「附属物（標識、照明施設等）定期点検要領（案）」 

  令和 2年 4月、愛知県建設部道路維持課 

ii. 「附属物（標識、照明施設等）点検要領」 

   平成 31年 3月、国土交通省 道路局 国道・技術課 

 

安全施設の点検はⅰ、ⅱに基づき、5 年サイクルで中間点検と詳細点検を交互

に行うことを基本とします。中間点検は外観目視、詳細点検は近接目視を主とす

る点検です。 

 

点検時期の目安 

 

 

 

出典：附属物（標識、照明施設等）定期点検要領（案） 

「令和 2年 4月、愛知県建設部道路維持課」 

 

事後保全 

予防保全 
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点検状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 詳細点検時に、写真のようにボルト部分に合いマークを施工します。中間点検時には、

合いマークにより外観からボルトのゆるみを把握します。 

 

 

③ 診断 

点検結果より対策が必要と判断された安全施設は、以下の優先順位により対策し

します。 

 

＜優先順位＞ 

① 損傷状況  

② 道路種別 

③ 第三者被害（跨線橋・跨道橋） 

 

高所作業車による近接目視点検 脚立による近接目視点検 

合いマークの実施状況 合いマーク実施後 
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④ 措置 

診断結果の優先順位を基に対策時期を決定し、修繕や更新を行います。また、 

診断結果に関わらず、「建設後 30年で更新」、「建設後 10年で修繕」を行っていま

す。 

 

⑤ 記録 

点検、診断及び措置の内容は記録し保存します。 

 

 

⑥ 点検計画 

詳細点検は 10年に 1度の点検サイクルで計画します。中間点検については、詳細

点検の 5 年後に行う予定です。安全施設の更新や撤去などにより数量が変更される

ため、点検計画は 5年目に中間見直しを行います。 

 

 

点検計画【詳細点検】 
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⑦ 予算計画 

年度ごとの点検、更新及び修繕の概算費用を算定します。更新費用は建設後 30年

の施設を撤去、新設する費用です。修繕費用は各年度に点検した施設の修繕に必要

な費用を概算しています。 

 

 

予算計画 
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4. 安全施設の保全実績 

① 安全施設の更新 

定期点検で予防保全段階と診断された施設は補修、事後保全段階の施設は撤去又

は更新されています。予防保全段階で修繕等の対策を行うことでメンテナンスサイ

クルが構築されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 道路照明の LED化 

近年、LED 照明に関する技術の向上やコストの低減により、道路照明の灯具も

LEDを使用する動きが増えています。 

刈谷市では令和 2年度までに、道路照明の全ての灯具を LEDに交換しています。

これにより、照明の省エネルギー化、定格寿命の延伸といった効果が期待されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

塗装塗り替え状況 更新時の作業状況 

LED交換前 LED交換後 


